入院中の子どもの家族に対する専門看護師による家族看護介入の様相 -家族看護エンパワーメントガイドラインの看護介入を分析枠組みとして活用して- by 中野 綾美 et al.
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の枠組みを活用して分析を行った｡ 分析した結果､ ５つの家族への看護介入の様相が見出された｡ 専門看護師が行った
看護介入は､ 情緒的支援の提供を基盤としながら家族とのパートナーシップを築き､ 家族の形成を支える看護援助を多
彩に折り合わせ､ 統合しながら展開している看護であった｡ また､ 臨床的推論を働かせながら､ 家族の体験の理解を行っ
ていた｡ 退院後の地域での生活を見据え､ 社会とのつながりへと拡げ､ 家族としての調和を図っていけるようチームで
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いる11の看護介入 (１. 家族の日常生活､ セル
フケアの強化､ ２. 家族への情緒的支援の提供､
家族看護カウンセリング､ ３. 家族教育､
４. 家族の対処行動や対処能力の強化､ ５. 家
族関係の調整・強化､ コミュニケーションの活












































































































































































































































































































































































































































































































































においても､ CNSは､ 子どもや母親､ 父親いずれに
も偏ることなく､ 中立的な立場で語りを聴き､ 体



































































































等) を学習する｡ 家族で役割の調整を行い､ 家族
機能や家族関係を拡大する｡｣ という発達課題があ
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